
令和５年度第２回学校運営協議会 記録

１ 日 時

令和５年11月16日（木）15：30～16：55

２ 会 場

北海道森高等学校会議室

３ 参加者

学校運営協議会委員 １２名参加 （欠席３名）

４ 内 容

(1) 会長挨拶

(2) 校長挨拶

(3) 学校近況報告（教務・生徒指導・進路指導）

※質疑応答含む。

・教務 →中学校から、学校説明会は中１か中２での方がより森高校を理解してもら

えるのではないかとのご意見があった。

・Ａ委員：学校祭で生徒に活動報告等の発表の場を持たせては？教室でパネル展示

等してはどうか。

(4) 総合学科・森高校魅力化プロジェクトについて説明

(5) 協議・審議事項

「森高校魅力化向上の取組について」

・Ｂ委員：魅力は時代によって違う。総合学科としてできれば。

高校に求めるもの→コミュニケーション能力。

外部の人との関わり→生徒が町民と関わる機会を持っていく。年配の人、

親たち、町の人の意識を変える。

・Ａ委員：地域の人、学生にプロジェクトメンバーに入ってもらえば、継続性につ

ながるのでは。

・Ｃ委員：対等にバランスをとりながら学ぶことが大事ではないか。

（町の大人が上から目線ではだめ）

全体としてどうしたいのかをはっきりさせてから依頼する方がよい。

学校から発信していくべき。（森高校から地域へ）

・Ｄ委員：総合運動部→町のバレーボール協会と一緒に練習するとかよいのでは。

・Ｅ委員：コミュニケーション能力を切り口にしてはどうか。魅力をどのように絞り

込むか。それをどう伝えていくかが大切だと考える。

生徒が学校を愛しているかが問われる。

・Ｆ委員：中学生と交流するのもよいのでは。

ニセコ高校→外国語に特化した教育で注目を集めている。

地域密着でいくのか、進学＋就職まで広げるのか。どのあたりをターゲッ

トにするのか方針検討が必要では。

八雲高校→ピアサポートの資格を取らせる。お客に対する対応よい。

進学先明確となる。部活動がある。

・Ｇ委員：学校の雰囲気、３年間でどれだけ楽しく過ごせるか伝わればよいと考える。

・Ａ委員：大学生との交流も考えられる。教育大生の「森高の魅力化」の発表など、

森高からラジオ発信や技能実習生と交流なども考えられる。

(6) 諸連絡

・Ａ委員：Yahoo!コースター販売について～11月17日（金）より開始します。




